
トの場合のように刺激条件だけでなく,強化スケ

ジュールによる変動もあり得ると示唆された｡今

回はこの2点について検討し,併せて同一装置に

よってヒトの闘値を測定した｡

ニホンザルの堆2頭を被験体とし,防音キュー

ビクル内のゲージの観察窓から等速円運動をする

迎助と静止の2刺激を両眼で観察し同時弁別学習

させた｡刺激は各々直径4cmの円周上に4光点を

90.1順 に配置し,刺激面の輝度は1.3-1.4cd/

TT/(NITS),観察距離は30C7W一定である.実験の

制御はPO王'-8を使い,刺激呈示はSelf-Start

moth(山 とした｡運動刺激のパネルを押した場合

にのみ強化した｡呈示時間は10秒で,これを過ぎ

るか,誤反応時はTimeOut5秒｡強化数は100,

1セッシロン60分を上限とした｡正答率75%を基

岬とした日毎の上下法によって閲値を測定した｡

閥伯は光点の回転角で平均40分/珍,毎秒移動

視角にして,約2.67分で前回より減少した｡ヒト

5名の平均閑値が2.0分であったことと比較すると,

ニホンザルの閥値がヒトのそれとはば同程変であ

ら,娼性過程の限界がこの周辺にあると考えられ

る｡ORf一による測定後,強化スケジュールが開

値に及ぼす彫智をみるため,FRを導入したが,

見本合せ実験等で現われる正答率の上昇,すなわ

ち田値の減少はなかった｡その間値は1頭はCR

Fと同位鑑であったが,他の 1頭は弁別行動を維

持しなかった｡また,反応時間は刺激の運動速変

の城少につれて増加したが,光点の移動距離だけ

がnlなる弁別の手掛りとはなっていないことが明

らかにな.った｡

宜長頬の和名について

小原秀雄(女子栄養大･栄養)

和名は,動植物の種,亜種などの日本語の名称

である｡和名には命名規約はない｡

和名はきわめてまちまちであるが,その和名の

付け方にはその著者の基本的理念が表明されてい

る｡その益本的理念とは,分類系統についての見

〟であると共に,日本の生物教育(広義)-の考

え/Jを衣明している｡

-/)A,図鑑などでは国際的な種が記載されるよ

うになっており(例 ･世界のサル),和名は前に

一)けちれたものと異なるものが新しく付けられた

りしているが,その際,前の和名は充分に参考に

されない傾向がある｡しかしまた,チンパンジー

を黒粒々と呼んだように,時代的な変化があるの

で,必ずしも前につけられたものが尊重できない.

生物学校教科書には,和名が使われている｡そ

のような和名には,国民教育との関わりが相当に

深い.霊長類学の権威は,しだいに認められてく

るので,彫智はいっそう著しい｡

和名の法則化の基礎を考えるには鳥学会の郡例

を含め,それなりに会合を持ってなさねばならな

い｡和名の法則の確定は,以上のようなことから,

さらに分深系統の変化があったとき補正すること

まで含めて,和名を決めねばならない｡

和名は普及を考えねばならないところもあるが,

それは動物園との協力などでなされるものである｡

今回は,問題の所在と会合の必要といった推進

の方法を知ることで終ったoなお,これは嘱乳類

の和名とも共通するものである｡

3.研 究 会

霊長類の適応に関する研究会

1サーカディアン ･リズム

1.期日 昭和53年10月29日

2,場所 京都大学監長深研究所会議室

8.参加者数 約50名

4.プログラム

1) 二 ･三の噛乳類行動のパターン

安藤 滋 (愛知県立大 )

2)野生ニホンザルの日周期活動

長谷川寿- (東大･文･人文科学 )

8) サルの日周期行動と光･温旺

登倉 尋実 (奈良女子大 ･家政･被服生

理 )

4) 内因性リズムの同調について

広重 力 (北大 ･医･生理 )

5) サーカディアン･リズムと体温調節反応

中山 昭雄､(阪大 ･医･生理 )

6) 動物のサーカディアン･リズムに関する概

説

桑原万寿太郎 (基生研 )
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5.コメント

サーカディアン･リズムは動物の適応という税

点から,きわめて_Ti要な研死テーマであり,厄近

国外でも国内でもこのPL,1屈に関するシンポジウム

が開かれて活発な討銭が行なわれている｡C2長類

でも興味ある課題であるが,研死成果はまだ比較

的少なく,またこの問題を総合的に考察する機会

がなかった｡今回の研究会は,霊長類のみならず,

広く嘱乳撰全般にわたって研究の現状を見渡すこ

とによってこの現象の本質についての認識を深め,

詔長塀でのこの分野の研究を刺激する目的で企画

された｡社会 ･生態 ･行動 ･生理の領域にわたっ

て研究成果や動向が紹介され,熱心な論議が展開

されて,かなりの成果をあげ得たと考えられる｡

(大沢 済 )

霊 長類 の生 殖 と成 長 ･発達

第 8回 時間生物 学的観点 か ら

生後30日をすぎると,オス子ざるのthruSt運動

はメス子ざるに闘差をつけ始める｡一方,present

poBturingはメスに探究する｡fI･lhrlowが1975

年の論文に,fCrhapB,malesarethrustingmi-

mal8andfemalestrusting.と記述しているの

は名言である｡次いでホルモン動闇に目を転じて

みる｡生れてから思春期までは,hypothalamo-

pituitary一gonadal8y8temは未完成｡性腺から

のホルモン分泌も少ない｡ⅠRRHを与えても下垂

体からのui放出はオトナザルのようにはいかない｡

この系が成熟したときが恩春期であり排卵,射精

がおころ｡メスザルには初潮のあと1年ほど経な

いと正得な月経周期が来ない｡

性ホルモンも不充分で,hypothalamo-pituit-

ary-gonadal8y8tem が未成熟の幼少期に'行動

の性的二型がすでに存在するということは,行動

が必ずしもホルモンにのみ依存するものでなく,

生長発達段階での社会的要因が大きいことを示す

ものである｡ただ妊娠ザルがmdrogenやeBtrOgen

に不自然な影響を受けたとき,geneticな性が不

変でも行動面の性の分化が不完全になる,という

郁夫から目を離すわけにはいかない｡

そういった意味で,いつも言うことだが,生軌

生長,発達は一本のchronologicalな線上にあり,

しかもお互に彫智し合っている｡今回は,ともす

ればわれわれが日間忘れ防ちな,比較的ゆるやか

に進む｢時間｣を中心として研死して居 られる方

々のお箔を閃く研究会とした｡以下,各現題の抄

録から抜すいしたものを掛 fさせていただくこと

で解説の代りとLT=｡

われわれは又も,胡山新一先/Jiという日本用田

の性科学者を失19た｡ヒト性行動の変遜史を舛昧

深く拝聴することを楽しみにしていたのだが,令

ははかない夢となった｡宋厄に先Ll御送付の抄録

を掲載させていただき,つつしんで抑苅柏を祈る

次第である｡

昭和53年12月15日(金).16日(土)

(lI生物時計

大阪大 ･蛋白研 中川 八郎

動物には恭!食行動のサーカディアンリズムと密

接に閃迎して変動する代謝リズムがある｡ ここで

は択食行動のサーカディアンリズムを駆動するL生

物時計の存在場所,時刻発伯の分子械捕,代謝リ

ズムの発現に対するその生物時計の役割について

の実験成税を中心に述べられ,視交叉上核破壊動

物では予知反応BJ,適応型の代謝リズムの両方が

消失すること,しかし, これらの代謝リズムは視

交叉上核の生物時計によ.'て由接駆動されるJ:り

むしろ,摂食行動のリズムに応答して適応的に形

成される可能性が大きいことを示唆された｡

(21旺発生における時間の考娯

三菱化成生命科学研 ･発Ll/1物 ･加藤淑裕

(1個体の旺発生についてd時間Mの概念の一般

的考察を行い,(2)荘発生における時間の考察の具

体的一例として細胞周期の発生の時間軸における

考察,(3便に(2)の延長の思考として老化における

細胞周期の変動を発生生物学的観点か ら行われた｡

(3)初期発生に於ける問題

慶応義塾大 ･医 ･産婦 鈴木秋悦

初期発生過程とぐにヒトの生殖生理に関しては

未解決の問題が山積みしており,時間生物学的観

点から,こ一の領域の諸問題を正確に論ずることは

非rf!に難しい｡

本研究会では, これらの諸問題の中で,とくに

m子,卵子などの生餌細胞の性管内における数的

PI的な推移と動態を中心として最近の進歩を紹介

し,合わせて,琉者の研究内容について述べ られ

た｡
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(4) 結合租税と加令

東北大 ･薬 ･生化学 鶴藤 丞

結合組抱の加令の問題を考慮するのに当たって,

一応個体の成長成熟の上に意味を持つ変化と個体

の老化退嬰に意味を持つ変化とを区別して理解す

ることができれば問題の解明に資すると考えられ

る｡

組払中の各線維の量の加令変化,分子構造の加

令変化はいずれもこれらの機能と深い関係がある

ことが述べられた｡

(5) 神経租税老化の病理

東京都精神医学総合研 石井 毅

押板細胞の加令変化はまず,細胞の萎縮の形で

現われる｡この際,萎縮はまず,その栄養補給基

地から奴も遠い,突起の先端,軸索の神経終末か

ら始まる｡これはdyingback現象と呼ばれ'dy.i-

ngbackはある神経細胞群を選択的に侵し,これ

は系統変性の原因となる｡

突起変性は,正常の軸索内の物質の流れを停滞

させ,内部には線維構造の蓄積をおこす｡

次に.年令とともに神経細胞に沈着するリボフ

スチンがあるが,これは他の身体臓器の細胞にも

沈着する｡その他に,2-3の神経細胞に特異な

加令変化がある｡すなわち,細胞は分裂によって

朽EJiL,不死であるとも云える｡生殖生理が連綿

として尽きないのはその一例である｡もっとも,

分裂による再生にも限采のあることが最近分った

のは衆知のことである｡神経細胞は分裂しないこ

とで,その個体と運命を共にする｡個体の寿命は

神経細胞の寿命といってもよいであろう｡だから,

分裂しない神経細胞の加令現象の研究は重要であ

ることが示唆された｡

(6) 個体発生と系統発生

京大 ･理 ･動物 田隅本生

反配説を中心とし,それがBaer(1827-37)や

M:u'ller(1864)などの先駆者におこり,Haeckel

(1866)による定立を見,deIieer(1929-58)

らの批判を経て,Gould(1977)の総まとめに至

った過程をふりかえるとともに,その概念をホミ

ニゼーシゴンの分野に導入したBolk(1926)の学

脱とその現況を紹介する｡そして人間存在の核心

にふれるこの間題を今後どの方向に模索していく

べきかの考察がなされた｡
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(7) 成長のパターン

防衛医大 ･解剖 木村邦彦

ヒトの発育の研究で取りあげることのできる形

態的測定や,運動能力測定項目の示す各形質が,

スキャモンの4発育型を基礎にして,どのように

理解できるかに考察が加えられ,胎生期,出生後

を通じての各成長パターンの係りあい,それから

考えられる発育の時期の区分,各発育期の特徴,

また,種としてのヒトの成長パターンの特徴に触

れられた｡

(8)人間の行動発達

大阪市大 ･文 ･心理 生揮雅夫

まず行動の変化の観察法,横断的研究と追跡的

研究の統合,行動の有機的統一,仮説一検証に必

要な実験など,研究上の制約について述べられた

あと,Shirleyの運動発達の研究,Ge8ellの発達

診断と筆者の再分析,Uzgiri8良Huntの発達継
起の観点に立つ検査など行動発達の研究例につい

て詳細な説明がおこなわれた｡

(91加令と内分泌

自治医大 ･産桐 松本昭一

加令に伴って性腺系を中心として起こる著明な

内分泌変化について,思春期,更年期にわけ,ホ

ルモン変動,卵出の老化などについて概説がなさ

れた｡

uO)老化と細胞

東京都老人総合研 能村哲郎

分化,成長,成熟,老化,死といった全吐出を

とおして起こる過程の進行が如齢であり,特に老

化は成熟後に現われる退行過程をさすこと,さら

に成体の細胞を分裂能力でみて,(1)発生の比較的

早い時期に分裂能力を失うが個体の寿飴の終るま

で機能を営む寿飴の長い細胞と,(2)個体の成熟後

は正常状態では殆んど分裂しないが潜在的な分裂

能力を維持し,傷害などにより分裂を再開する細

胞と,(3)細胞自信の寿命は短いが,個体の寿命の

続く限り分裂して絶えず新しい細胞と田換する細

胞とが存在すること,つまり物質の苫田,エラー

の鉱がり方,プログラムなどは,この細胞の寿飴

や分裂能力やその限定とも密接に関係しているこ

とが解説された｡

帥人間の性欲求と性行動発達の年代的推移
大阪市大 ･名誉教授 朝山新-

1948年以来,青年期大学生の性生理,性心理的



発達と行動のfF.次変化を検討する目的で,約5年

の時mn.J隅をおいて縦断的調禿(拙団 ･如記名印
間欠調六法による )をおこなってきた｡1978年6

月末で,これまでのgP.瑚班本数を合計すると19β08

(9]性13月91,女性5β17)こなる｡
各年代に符IT:枠本を縦断的に比較すると,性生

即的な発達で女性は刀性に先行する点でかわらな

いが,'74,'78年の資料を,それ以前の年代の資料

と比べると,発達が急速に促進されてきているが,

JR近にいたって促進傾向は停滞し,ほぼ限界に達

してきている｡

性心理的発達と性行動の活動性は,年代をおう

て促進され,女性の経験は男性に 〝収放けしてき

ている｡さらば74年以後のf2料では,ある年齢以

後になると,女性が刀性をこえる傾向 "乗りこえ

cro8SOVerb がみられる｡

各年代を通してみると,刀性の心理一性的欲求

をはらす行動(senlalactiI唱OutCOnduct)はつ

ねに女性に先行する｡女性は1年ないし数年のへ

だたりをおいておくれる｡しかし,年代が最近に

なるほつれ,女性の性心理 ･性行動は急速に促進

され,男性に収欽する｡

各年代を通してかわらないのは男性との問にも

たれる行動の動機で,女性の大多数は "変"を動

機とし,男性は 一性衝動"の多いのが通則だが,

瓜近は男性で "衝動"が減り一変けがふえてきて

いる｡

ヒトの性生理 ･性心理的先述と性欲求をはらす

行動の型は時代とともに推移する｡過去に得てき

たデータの年代順的検討は,ヒトの性が,生物学

的要因と社会要因 (生育環境要因 )の力動的相関

作用により,継起的に分化(Sequentialdiffere-

ntiation)するものであることを示す｡それを表

づけるものは,系統発生的なヒトの特質 (大脳化 )

言いかえれば神経一内分泌系の特異な分化にある｡

(大In)

霊長類 の系統 ･種 分化 ･種 の特性 に

関 す る研究一 分子 レベルの研究 を中

心にして-

1.期日:1978年8月9日I10日

2.場所 :京都大学詔艮類研究所会議室

3.参加者数 :約40名

4. プログラム

1) 松田軒桁(長崎大･医)

'B良頬ヘモグロビンの分子進化

(氾加討論)

1.'i.T投獄ヘモグロビンr鎖の構造につい

て 竹中 修(京大･詔技研)

2.iC長類ペプシノーゲンの活性化ペプチ

ドの構造について

景山 節 (京大 ･霊長研 )

3. フィブリノペプチドの構造からみたマ

カク屑の系統解析

中村 仲 (京大 ･雪長研 )

2) 奥田智子 (東北大 ･抗酸菌研 )

補体および補体リセプターからみた霊長類

の系統関係

3) 篠四友孝 (都立大 ･理 )

免較グロブリンの分子進化

4) 岩井浩一 (m大 ･内分泌研 )

ヒストンの分子進化

5) 田宮Ia雌 (穴北大 ･理 )

蛇招茄白の化学分類

6) 山中郎吐 く阪大 ･理 )

チトクローム慨化酵素の進化学的研究

7) 松原 JA (阪大 ･理 )

フ3Lレドキシンの分子進化

8) 池巾抽治 (阪大 ･瑚 )

包桁を只にするプロテイナーゼインとビタ

ーのアミノ酸配列

(追加討論 )

高橋鍵治(京大･正長研 )

迫伝子重復と分子進化- 酸性プロテア

ーゼとCa結合蛋白質の場合

9) 肥後健一 (広島大 ･原医研 )

リポゾーム蛋白の分子進化

10)三浦護一郎 ･添田栄一 ･丸山由夫 (iB伝研 )

核掛 こおける分子進化

1. メッセンジャーRNAの梢遊に関して

(三浦 )

2. ウィルスDNAの摘道に関して

(深田.丸山)

5. コメント

昨年は同様な主タイトルで退伝学的培劫を用い

た研究を中心とした研究会が開かれた｡本年皮は

主に生化学的手法にJ:り分子レベルから'B長類を
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はじめとする各種生物の進化や系統にアプローチ

している研究者に参加をお願いし,上記のプログ

ラムのような研究会を行なった｡この分野におけ

るわが国の代表的な研究者をほとんど網羅したの

で,内容的には大変充実した会となり,終始活発

な討論が行なわれ,盛会であった｡話題の多く

(1.3.4,5,7,8,9)はタンパク質の一次構造に関

するものであったが,これはこの種の研究の現状

を反映しているものといえよう｡しかし,最近,

核酸レベルでの研究も進み始め,核酸の一次構造

研究を含めて,この種の研究が今後益々重要にな

る可能性が話題10等で印象づけられた｡望長類に

関する研死も除々にではあるが着実に成果が蓄積

しつつあり喜ばしい｡しかし,プログラムにも見

られるように,この種の研究者の対象としている

ものはウイルスからヒトにまで広く分散しており,

雷長頬に焦点をしはった場合,まだこの方面への

一般的な関心は高いとはいえない｡このような研

究会を通じて翌長狭への学問的関心が少しずつで

も高められて行くことが期待される｡ (高橋 )

ロコモーション研究の方法論一検討

と展望

1.期日 昭和53年10月30日

2.場所 京都大学詔長塀研究所会読室

8.参加者数 約30名

4.プログラム

1) わが教室における歩行研究の現況

鈴木良平 (長崎大 ･医)

コメント:山崎倍寿(慶応大 ･エ )

2)新人猿の足

馬場悠男 (独協医大 ･医)

コメント;岩本壮太郎 (近畿大 ･医 )

8) ロコモーションの解析とその意義

岡田守彦 (筑波大 ･体育科学 )

コメント:山口 敏 (国立科学博物館 ･入

獄 )

4) プレ､･ホミニィドのバイペダリズム

石田英夫 (大阪大 ･人間科学 )

コメント:富田 守 (お茶の水女大 ･家政 )

5.コメント

ロコモーション研究会も,会合を数回重ねてき

たので,今回はテーマを方法論とした｡

-64-

長崎大学の鈴木良平教授には,必着の異常歩行

を通して正常歩行とは何か,あるいは内反足が先

祖帰りであるという説の当否などを伺った｡馬場

悠男氏には,類人猿とヒトの下肢筋の比較解剖の

見地から,岡田守彦,石田英実氏には,現生FB長

現の多様性に富むロコモーション様式の分析から,

バイペダリズムの出現を,いかに引き出すかとい

う方法論について論じてもらった｡パイペダリズ

ムの祖形的ロコモーションは,奴低,モルトンの

小型頬人垣モデルにもとめる傾向が強くなってき

ている｡この当否を決めるためには,現生詔長頬

のロコモーシヲンの分析ばかりでなく,わが国で

は立ちおくれている化石霊長類研究が大切であ

ることは言うをまたない｡また,ロコモーション

は,いうまでもなく,からだの移動様式であるが,

盟長頬各種それぞれのロコモーションは,その柾

の生活の有利性において形成されてきたものであ

ることを忘れてはなるまい｡ (近藤 )

第 5回 ｢脳と行動 ｣の研究会

行動と脳の階層性(hierarchy)につ
いて

1.期日 昭和53年3月19,20日

2.場所 京都大学霊長採研究所会議'基

3.参加者数 約50名

4.プログラム

1) a Jacksonが階層性について考えたこと

及びそれの神経学における広義

柳沢信夫(信州大･医 )

2)随意運動発現機構の階層性

大島知- (東京都神経研 )

8)無脊椎動物の行動の階層性 W.∫.I)avi8
の考えを中心に

青木 清 く上智大 ･生命研 )

4)行動発現の階層性について

岡本夏木 (京都教育大 )

5) システム工学の立場から

鈴木良次(阪大 ･基礎工 )

5.コメント

神経系の働きを理解するのに,階個性の概念を

通用するのは極めて有効な方法と思われる｡そ.i

で今回は,心理学,医学,生物学,工学の各分野

で使われている階層性の概念,及び具体例を紹介



してもらった｡

机沢氏は神節学々者,ジャクソンにみられる耶

屑性について述べた｡彼の断屑性の概念は進化約

を思想的行跡こ持ち,多彩な神栖学症飲料を統一

原理で説明しようとする学問的な僧正と衣滋をな

す｡神経系の川辺は動物の進化に照合し三段階の

レベルに大別され,その構造はまたlea8tOrgani-

2edからmoBtOrgaJlizedの運動と対応すると考え'

これを迎動のevolutionと看倣し,神経学的症候

は evolveされた運動が,より低次の運動にdi88-

oluteする結果と考えることである｡

大島氏は随意運動の発現 ･遂行に関する氏の年

来の仮説を述べた｡それには,網様体が関与する

時斯,辺縁系が関与する時期,大小脳を主とする

プログラム中枢が朗与する時期があり,随意運動

の発現･遂行は,この三時期が時系列的に関与す

ると考える｡更にこのうち,網様体期の運動野ニ

ューロンの見事な回路図を実験データに基づき提

示した｡

胃木氏は無脊椎動物にみられる行動を解析する

前提としての司令ニューロンの役割を強調し,司

令(cotrmarKl)と呼ばれるものにも,レベルの差

のある串を示した｡具体的にはウロコアリの摂飼

行動,ハエの吻伸展反射,ザリガニの逃避反射な

どであり,これらはレベルの過ったcommndD研

み正ねにより超されると想定する｡

岡本氏は幼児の成艮･発達を取りあげ,発逆心

E!学の観点から関係操作の発達,行動の先週につ

いて述べた｡関係操作の発適については,分頬操

作,組み合せ操作,三段拍法の操作,典合の比較

が年令との関係で説明され,又模倣,摂飼行動,

reaching行垂姫)発現と発達が,同様に年令との関

係でとらえられた･｡

鈴木氏は制御理論で扱う階層システムについて

説明した｡-まず階層構造についての "層"と"階"

の概念想定を行ない,次いで分散制御システムに

おけるハイアラーキ形とネットワーク形の分散制

御システム,コンピュータ言語における階層シス

テム,プロセス･コントロールにおける 〟laァer",

エシ3Lロ.ンにおける階層等について詳しい説明を

行なった｡

これら各分野における階層性の概念及び具体例

の説明は,参加者に多大の興味を呼び起し,活発

な論議が行なわれ,同じ題名のもとに次回の研究

会が持たれることとなった｡ (松波 )

-65-


